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新
し
い
町
の
実
感
を
住
民
一
人
ひ
と
り
が
感
じ―

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
ま
ち
づ
く
り

馬
場
町
長
が
所
信
を
表
明

19
年
度
の
主
な
事
業 

　
　
　
（
一
般
会
計
分
）

　

新
規
事
業
の
主
な
も
の
と
し
て
、
防

災
備
蓄
倉
庫
を
設
け
た
多
目
的
公
園
の

整
備
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進
す

る
た
め
諸
寄
沖
に
並
型
魚
礁
を
設
置
及

び
浜
坂
市
街
地
の
都
市
再
生
整
備
計
画

を
作
成
し
、
新
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
具

体
案
を
示
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
は
、「
新

温
泉
町
総
合
計
画
（
案
）」
の
施
策
体

系
表
の
５
つ
の
柱
に
沿
っ
て
主
な
も
の

を
説
明
し
ま
す
。概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

３
月
６
日
（
火
）
に
開
会
さ
れ
た
第
９
回
新
温
泉
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
19
年

度
の
予
算
を
提
案
す
る
に
あ
た
り
、
馬
場
町
長
は
町
政
に
取
り
組
む
姿
勢
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
住
民
の
求
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
、
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
効
率
的
、
効
果
的
な
行
財
政
の
運
営
に

あ
た
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
の
開
通
を
目
指
し
て
工
事

が
進
む
「
東
浜
居
組
道
路
」
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人
と
人
と
の
豊
か
な
関

係
づ
く
り

１　

住
民
が
積
極
的
に
社
会
活
動
に
参

　

加
す
る
ま
ち
づ
く
り

▼
「
新
温
泉
町
協
働
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
（
仮
称
）」
を
設
置

▼
「
出
前
講
座
」
制
度
を
継
続
す
る
ほ

か
、
兵
庫
県
の
施
策
と
連
携
し
て
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
づ
く

り
を
支
援

▼
「
新
温
泉
町
地
域
振
興
基
金
」
を
設
置

２　

健
全
な
行
財
政
を
運
営
す
る
ま
ち

づ
く
り

▼
行
政
能
力
を
強
化
し
、
自
主
財
源
の

確
保
に
努
め
、
財
政
基
盤
を
強
化

▼
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
む

効
率
的
な
事
業
の
執
行

▼
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
財
政
運
営

▼
主
要
施
策
の
事
業
評
価
制
度
の
導

入
、
管
理
職
の
人
事
考
課
制
度

３　

連
携
・
交
流
を
促
進
す
る
ま
ち
づ

く
り

▼
「
町
民
交
流
バ
ス
事
業
」
を
実
施

▼
〝
但
馬
牛
ま
つ
り
〟
や
〝
浜
坂
み
な

と
カ
ニ
ま
つ
り
〟
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

支
援
を
行
う
ほ
か
、
摂
津
市
、
広
島

市
と
の
交
流
事
業
を
継
続
し
な
が
ら

新
温
泉
町
フ
ァ
ン
を
拡
大

▼
南
太
平
洋
大
学
雪
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
受
け
入
れ
や
浜
坂
中
学
校
、
夢
が

丘
中
学
校
の
国
際
理
解
教
育
促
進
の

た
め
、
姉
妹
校
交
流
の
支
援

安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り

１　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

▼
備
蓄
倉
庫
の
設
置
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
の
購
入
な
ど
の
防
災
・
消

防
設
備
、
消
防
資
機
材
の
充
実
強
化

▼
自
主
防
災
組
織
の
強
化
、
防
災
力
の
向

上
を
図
る
た
め
の
防
災
訓
練
「
１
・
17

を
忘
れ
な
い
地
域
防
災
訓
練
」
の
実
施

２　

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
ま
ち
づ
く
り
防
犯
活
動
の
支
援
や
活

動
団
体
の
連
携
を
図
る
た
め
の
組
織

づ
く
り

▼
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
、
賢
い
消
費

者
と
な
る
た
め
の
講
演
会
、
消
費
者

相
談
活
動

▼
集
落
内
狭
小
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

補
助
支
援

　
３　

健
康
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

▼
「
活
動
的
な
85
歳
」
を
目
指
し
た
取

り
組
み

▼
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
と
し
て

「
新
温
泉
町
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定

▼
健
康
の
集
い
、
健
康
教
室
・
講
座
な

ど
を
開
催

▼
地
域
が
自
主
的
に
取
り
組
め
る
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
立
ち
上
げ
支
援

▼
公
立
浜
坂
病
院
を
基
軸
と
し
て
直
営

診
療
所
、
開
業
医
、
そ
の
他
の
医
療
機

関
並
び
に
福
祉
、
保
健
機
関
と
連
携

を
密
に
し
て
地
域
の
医
療
体
制
を
確
立

▼
公
立
浜
坂
病
院
、
診
療
所
の
医
師
確

保
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
と
共

に
、
経
営
の
健
全
化
に
引
き
続
き
努
力

４　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
高
齢
者

や
障
害
者
等
が
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
学
童
保
育
の
一
環
と
し
て
、
浜
坂
北

小
学
校
区
に｢

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

を
開
設

▼
全
保
育
所
で
の
５
歳
児
の
受
け
入
れ

と
、
浜
坂
地
域
の
幼
保
の
連
携
施
設

（
一
体
化
案
等
）
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
実
施
方
法
の
検
討

▼
新
生
児
期
か
ら
の
家
庭
訪
問
・
育
児

相
談
活
動
の
充
実

▼
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
医

療
費
助
成
を
小
学
３
年
生
ま
で
拡
充

▼
妊
婦
の
健
康
増
進

▼
長
寿
祝
福
事
業
と
敬
老
祝
福
事
業

を
「
敬
老
祝
福
事
業
」
に
一
本
化
し
、

節
目
の
満
年
齢
に
お
祝
い
を
す
る
ご

長
寿
の
お
祝
い
と
、
地
区
単
位
で
の

敬
老
事
業
支
援
に
改
め
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進

観音山「相応峰寺」境内で行った火災防ぎょ訓練

病院の医師確保と経営健全化に取り組む
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▼
特
養
「
ゆ
む
ら
」
に
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
委
託

▼
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

業
の
実
施

▼
ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂
の
老
朽
化
し
て
い

る
設
備
、
機
械
等
の
改
造
、
修
繕
を

行
い
、
快
適
性
と
利
便
性
を
高
め
る

▼
「
い
わ
つ
ば
め
作
業
所
」「
い
ず
み
共

同
作
業
所
」「
の
ぎ
く
作
業
所
」
の
運

営
支
援
と
対
象
者
の
自
立
・
生
活
支
援

▼
１
市
２
町
（
豊
岡
市
、
香
美
町
、
新
温

泉
町
）で
連
携
し
、障
害
児
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
相
談
な
ど
の
支
援
体
制
を
充
実

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

１　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
す
べ
て
の
町
民
を
対
象
と
し
た
人
権

学
習
を
通
し
て
、
人
権
意
識
の
向
上

と
人
権
感
覚
の
醸
成

▼
人
権
教
育
を
先
頭
に
立
っ
て
推
進
し

て
い
く
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

２　

次
世
代
の
担
い
手
を
育
成
す
る
ま

ち
づ
く
り

▼
小
学
校
３
年
生
の
体
験
型
環
境
学
習

（
本
年
度
は
３
校
実
施
し
、
３
年
間

で
段
階
的
に
全
校
で
実
施
）

▼
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
守
り

育
て
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
る
と

共
に
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
一
員

と
し
て
地
域
行
事
や
伝
統
行
事
、
自

然
体
験
に
参
加
す
る
よ
う
促
す

▼
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施

３　

生
き
が
い
・
楽
し
み
・
誇
り
づ
く
り

▼
学
び
、
高
め
あ
い
、
そ
の
成
果
を
地
域

社
会
に
生
か
す
生
涯
学
習
を
応
援
す
る

た
め
、
公
民
館
や
図
書
館
事
業
の
充
実

▼
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
図
る

た
め
、
い
つ
で
も
、
誰
も
が
使
え
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
誰
で
も
参
加
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

▼
住
民
に
優
れ
た
芸
術
や
文
化
に
接

す
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
「
Ｓ
ｐ

ａ
！
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音
楽
祭
」
を
開
催

▼
「
新
温
泉
町
」
を
誇
り
に
思
う
心
を

醸
成
す
る
た
め
先
人
顕
彰
事
業
を
引

き
続
き
実
施

豊
か
な
地
域
産
業
づ
く
り

１　

産
業
間
の
連
携
と
人
材
を
育
成
す

る
ま
ち
づ
く
り

▼
「
新
卒
、
Ｕ
タ
ー
ン
激
励
会
」
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
を
促
す
た
め
町
内
施
設
利
用

券
を
発
行

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
活
用
の
拡
大
と
働
く

生
き
が
い
の
場
の
提
供

▼
伝
統
技
術
の
保
存
、
継
承
の
た
め
、

酒
造
の
技
術
向
上
及
び
後
継
者
対
策

の
支
援

２　

自
然
活
用
型
産
業
を
振
興
す
る
ま

ち
づ
く
り

▼
集
落
の
農
地
を
守
り
な
が
ら
、
効
率

的
で
安
定
的
な
営
農
を
展
開
す
る
た

め
の
組
織
づ
く
り
や
農
地
の
利
用
集

積
と
い
っ
た
農
業
構
造
改
革

▼
継
続
事
業
の
浮
田
堰
隧
道
補
修
、
県

営
事
業
で
あ
る
大
庭
井
堰
の
改
修
事

業
の
推
進
、
浜
坂
地
域
に
お
け
る
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
事
業
評

価
審
査
。
新
規
事
業
と
し
て
、
近
畿

農
政
局
が
３
ヵ
年
計
画
で
実
施
予
定

の
水
源
造
林
と
一
体
と
し
て
、
森
林

及
び
農
用
地
の
整
備
を
目
的
と
し
た

特
定
中
山
間
保
全
整
備
事
業
の
基
本

計
画
策
定
の
一
部
を
受
託
し
、
協
働

作
業
を
推
進

▼
県
営
林
道
池
ノ
尾
線
、
県
代
行
林
道

中
辻
肥
前
畑
線
の
開
設
事
業
の
継
続

等
、
林
道
網
の
維
持
、
整
備

▼
町
全
域
を
対
象
に
地
籍
調
査
事
業
を

実
施（
県
営
山
林
部
緊
急
モ
デ
ル
事
業
）

▼
全
国
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
但
馬
牛
の
飼

育
頭
数
の
維
持
と
生
産
体
制
の
拡
充

▼
外
国
人
漁
業
研
修
生
の
受
入
れ
事
業

の
支
援

ユートピア浜坂を利用したミニデイ

情
操
教
育
な
ど
を
目
的
と
し
た
「
青
少

年
新
春
か
る
た
大
会
」
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▼
人
工
魚
礁
設
置
に
よ
る
漁
場
整
備

３　

交
流
型
産
業
を
振
興
す
る
ま
ち
づ

く
り

▼
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
新
薬
師
湯
）

の
完
成
と
と
も
に
も
て
な
し
の
こ
こ

ろ
を
醸
成

▼
カ
ニ
元
浜
坂
宣
言
、
カ
ニ
ソ
ム
リ
エ

事
業
の
完
結
を
め
ざ
し
、
観
光
関
係

団
体
と
と
も
に
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
誘
客

促
進

▼
国
道
９
号
線
湯
谷
歓
迎
看
板
と
浜
坂

地
域
内
の
誘
導
案
内
板
の
全
体
修
繕

▼
体
験
交
流
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

▼
観
光
関
係
団
体
や
町
内
観
光
関
係
施

設
と
の
連
携
を
強
化
し
公
共
施
設
の

健
全
な
運
営
や
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進

４　

商
工
業
を
活
性
化
す
る
ま
ち
づ
く
り

▼
駅
前
や
商
店
街
の
活
性
化
、
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
と
し
て
、
駅
前
に
足
湯
を

整
備

▼
県
補
助
の
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
随

伴
補
助
し
湯
村
温
泉
の
回
遊
性
を
高

め
る住

み
た
く
な
る
環
境
づ
く
り

１　

自
然
を
守
り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

▼
町
民
手
づ
く
り
の
道
や
河
川
愛
護
の

醸
成

▼
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク（
地
質
公
園
）

構
想
の
具
体
化
に
つ
い
て
関
係
市
町

及
び
関
係
団
体
と
連
携
し
て
ユ
ネ
ス

コ
認
証
に
向
け
た
調
査
研
究

▼
農
地
・
水
路
、
農
村
景
観
、
環
境

の
地
域
資
源
が
保
全
管
理
さ
れ
る
よ

う
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
実
施

▼
農
業
生
産
活
動
等
の
体
制
整
備
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

２　

快
適
な
生
活
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
「
浜
坂
道
路
」
余
部
～
浜
坂
間
の
早

期
実
施
に
む
け
て
、
力
強
い
要
望
活

動
を
展
開

▼
町
道
・
二
日
市
古
市
線
整
備
に
向
け

て
詳
細
設
計
を
進
め
、
公
共
事
業
採

択
を
申
請

▼
余
部
鉄
橋
の
平
成
22
年
度
の
完
成
に

向
け
、
架
け
替
え
事
業
を
推
進

▼
Ｊ
Ｒ
列
車
の
高
速
化
に
向
け
、
近
隣

市
町
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携

▼
や
す
ら
ぎ
の
居
住
空
間
の
創
出
と
防

災
性
に
も
配
慮
し
た
多
目
的
公
園
を

整
備

▼｢

浜
坂
駅｣

周
辺
整
備
な
ど
の
浜
坂

地
域
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

で
の
事
業
化
を
図
る

▼
昭
和
25
年
指
定
の
都
市
計
画
街
路
事

業
は
将
来
の
新
温
泉
町
の
ま
ち
づ
く

り
を
見
据
え
て
一
部
見
直
し
の
継
続

検
討
と
、
強
力
に
公
共
事
業
採
択
申

請
を
進
め
て
早
期
完
成
に
努
力

▼
町
内
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
一
元
化
、

高
速
通
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
図
る

た
め
、「
新
温
泉
町
情
報
化
計
画
」
に

基
づ
く
地
域
情
報
基
盤
の
整
備
促
進

３　

地
球
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

▼
循
環
型
社
会
形
成
の
実
現
に
向
け
、

広
報
・
啓
発
活
動
に
よ
る
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
を
推
進

▼
各
種
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
、

不
法
投
棄
の
根
絶
を
目
指
し
た
美
し

い
町
づ
く
り
の
推
進

地質学、地形学的に価値の高い山陰海岸

夢ネット（CATV）のスタジオ

温泉総合支所跡に完成予定の観光交流セ
ンター（予想図）



�

町政のうごきから

公
立
浜
坂
病
院
医
療
体
制
大
綱
を
策
定

広報しんおんせん（3月号）

H19（2007）.3.8

　

大
綱
策
定
の
目
的
は
、
医
療
臨
床
研

修
制
度
の
必
修
化
に
伴
い
、
大
学
医

局
医
師
の
引
き
揚
げ
や
医
師
の
地
域
偏

在
、
診
療
科
の
偏
在
、
専
門
化
な
ど
に

よ
り
、
地
域
医
療
を
担
う
医
師
の
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
現
在
、
こ
れ
か
ら

の
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
本
町
の
病
院

づ
く
り
と
住
民
に
良
質
か
つ
適
切
な
医

療
を
効
率
的
に
提
供
し
、
持
続
可
能
な

「
安
心
」
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。
検

討
委
員
会
は
病
院
関
係
者
、
美
方
郡
医

師
会
、
住
民
代
表
者
及
び
町
職
員
な
ど

18
人
で
組
織
し
、
審
議
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

取
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
た
中
井
会
長

は
「
県
が
示
し
た
豊
岡
、
八
鹿
病
院

へ
の
集
約
は
地
理
的
条
件
な
ど
が
厳
し

い
。
本
町
の
環
境
を
踏
ま
え
、
病
院
の

生
き
残
り
を
か
け
議
論
し
て
き
た
」
と

話
し
、
馬
場
町
長
に
大
綱
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

大
綱
で
は
、
医
師
の
招
へ
い
、
最
近

の
医
療
技
術
に
対
応
し
た
医
療
機
器
の

整
備
、
患
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
施
設
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
患
者
の
交
通

手
段
の
確
保
及
び
患
者
と
病
院
ス
タ
ッ

フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

を
柱
に
、
現
在
６
人
の
医
師
で
原
則
午

後
９
時
ま
で
の
受
け
入
れ
と
、
ベ
ッ
ト

数
55
床
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
、
最
終

的
に
24
時
間
、
３
６
５
日
の
患
者
受
け

入
れ
体
制
の
構
築
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
常
勤
医
師
10
人

以
上
、
ベ
ッ
ト
数
１
１
０
床
の
確
保
を

図
り
経
営
の
安
定
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、住
民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
技
術
向
上
、
在
宅
医
療
へ

の
取
り
組
み
強
化
、
開
業
医
、
保
健
・

福
祉
と
の
連
携
な
ど
可
能
な
限
り
地
域

の
医
療
レ
ベ
ル
の
向
上
に
努
め
る
と
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来
を
見
据
え

た
体
制
作
り
と
し
て
新
た
に
奨
学
金
制

　

公
立
浜
坂
病
院
の
新
た
な
医
療
体
制
の
構
築
と
、
時
代
に
対
応
し
た
新
た
な
経

営
方
針
を
定
め
た
「
公
立
浜
坂
病
院
医
療
体
制
大
綱
」
の
策
定
を
行
っ
て
き
た
同

検
討
委
員
会
の
中
井
勝
会
長
、中
村
經
逸
副
会
長
が
２
月
21
日
（
水
）
役
場
を
訪
れ
、

馬
場
町
長
に
大
綱
を
手
渡
し
ま
し
た
。

度
の
創
設
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
在

宅
医
療
、
介
護
保
険
な
ど
一
体
化
の
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
を
ど
う
作
り
上
げ
る
か

と
い
っ
た
課
題
も
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
綱
を
受
け
取
っ
た
馬
場
町
長
は
、

「
先
進
的
な
地
域
医
療
の
現
地
視
察
、

病
院
内
部
の
実
態
把
握
を
し
た
上
で
の

こ
の
た
び
の
大
綱
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
提
案
を
踏
ま
え
、
病
院
内
部
の
改

革
委
員
会
で
検
討
し
改
善
、
改
革
を
図

り
た
い
。
浜
坂
病
院
を
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
し
っ
か
り
確
立
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

区
長
、
町
内
会
長
で
組
織
す
る
「
新

温
泉
町
自
治
連
合
会
」
の
設
立
総
会
が

２
月
22
日
（
木
）、
浜
坂
多
目
的
集
会

施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
連
合
会
は
、
旧
町
単
位
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
た「
浜
坂
町
連
合
自
治
会
」

「
温
泉
町
区
長
協
議
会
」
を
統
一
し
た

も
の
で
、
合
併
後
に
お
け
る
地
域
住
民

の
一
体
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
も

の
で
す
。
総
会
で
は
、
経
過
報
告
と
し

て
今
日
ま
で
の
協
議
経
過
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
後
も
連
合
会
に
は
旧
町

単
位
に
支
部
を
置
く
こ
と
で
地
域
に
密

着
し
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
な
ど
を

定
め
た
会
則
や
事
業
計
画
、
新
役
員
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
代
会
長
に
選
出
さ
れ
た
岡
田
衆
二

さ
ん
は
「
区
、
自
治
会
は
住
民
と
行
政

の
橋
渡
し
や
住
民
の
ふ
れ
あ
い
、
地
域

の
防
犯
、
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
体
感
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う
皆

さ
ま
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

町
自
治
連
合
会
が
発
足

馬場町長に大綱を手渡す中井会長
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４
月
か
ら
第
１
号
保
険
者
の
保

険
料
額
が
定
額
保
険
料
（
月
額
）

１
万
４
１
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
改
定
に

あ
わ
せ
、前
納
保
険
料
も
変
わ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

乙第 5104 号
畑ヶ平線道路復旧工事 岸田

復旧延長 L=23m
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積 40㎡
小口止 2 基、防護柵 23m

2.835,000平成 19年 1月 29日～　平成 19年 3月 31日 ㈲山村工務店

町道釜屋 7 号線
道路改良工事 釜屋 道路改良工事 L=27m  8,190,000平成 19年 1月 31日～　平成 19年 3月 26日 ㈱中村重機

町道二日市１号線
道路改良工事 二日市 道路改良工事 L=80m

W=3.0m 4,410,000平成 19年 2月 3日～　平成 19年 3月 28日 ㈱岡坂組

海上浮田堰隧道
補修工事 海上

補修工 L=54m
対策工 (H 鋼 )A･B･C･D　1 式
仮設工 (H 鋼 )1 式

37,800,000 平成 19年 2月 13日～　平成 19年 11月 20日 藤田建設㈱

（平成 19 年 1 月 16 日～平成 19 年 2 月 15 日契約分）

H19（2007）.3.8

広報しんおんせん（3月号）

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
新
温
泉
町
青
少

年
育
成
推
進
協
議
会
が
小
・
中
学
生

の
登
下
校
時
や
地
域
で
の
安
全
対
策
の

取
り
組
み
な
ど
の
青
少
年
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に

広
く
啓
発
し
、
活
動
意
識
を
高
め
、
安

全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
そ
う

と
行
っ
た
も
の
で
す
。
活
動
は
、
協
議

会
メ
ン
バ
ー
所
有
の
自
家
用
車
２
台

と
、
役
場
の
公
用
車
３
台
に
青
色
回
転

灯
を
装
着
し
、
子
ど
も
た
ち
の
下
校
時

間
を
中
心
に
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
本
パ
ロ
ー
ル
活
動
は
、
県
下

各
地
で
徐
々
に
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、

美
方
郡
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で

す
。
さ
ら
に
、
公
用
車
以
外
に
個
人
所

有
の
自
動
車
が
共
に
活
動
を
展
開
す
る

の
は
、
県
下
で
も
新
温
泉
町
だ
け
の
取

り
組
み
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
同
協
議
会
の
栃
尾
会
長

が
「
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
。
子
ど
も
た
ち
は
大
人
の
取
り

組
み
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
回
転
灯

の
装
着
が
、
犯
罪
の
抑
止
力
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
美
方
警
察
署

長
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
証
明
書
及
び
実
施

者
証
授
与
が
栃
尾
会
長
と
、
北
村
教
育

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
ぐ
る
み
で
青
少
年
を
見
守
る
機
運
を
高
め
よ
う
と
、
青
色
回
転
灯
を
装
着
し
た

パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
５
台
の
発
足
式
が
２
月
20
日（
火
）、役
場
中
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
少
年
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
発
足

本
年
４
月
か
ら

国
民
年
金
の
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
！

納付方法 １ヵ月分 ６ヵ月分 １年分
現金支払（月々） 14,100 円 84,600 円 169,200 円
現金支払（前納）

【割引額】
（※注） 83,910 円

【690 円】
166,200 円
【3,000 円】

口座振替（前納）
【割引額】

14,050 円
【50 円】

83,640 円
【960 円】

165,650 円
【3,550 円】

（※注）現金支払いによる 1ヵ月前納はありません。

式典終了後パトロールに出発
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道
路
改
善
に
つ
い
て

　

浜
坂
北
小
学
校
横
の
歩
道
橋
下
か
ら

浜
坂
駅
ま
で
の
道
路
は
、
歩
い
て
い
る

と
き
も
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
も
危

険
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

小
・
中
学
生
も
高
齢
者
も
多
く
通
る

道
な
の
で
歩
道
を
作
る
な
ど
少
し
考
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
歳
代
・
女
性
）

（
回
答
）

　

ご
質
問
の
道
路
は
現
在
歩
道
が
な

く
、
ま
た
車
道
の
幅
も
十
分
で
は
な
い

た
め
、
危
険
な
場
面
も
見
受
け
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
道
路
は
都
市
計
画

道
路
浜
坂
駅
港
湾
線
と
し
て
都
市
計
画

決
定
さ
れ
て
お
り
、
両
側
歩
道
２
車
線

道
路
と
し
て
海
岸
側
か
ら
県
事
業
に
よ

り
順
次
整
備
を
進
め
、
現
在
宮
谷
川
付

近
ま
で
完
成
し
て
い
ま
す
。
同
路
線
は

今
後
も
継
続
的
に
整
備
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
次
計
画
的
に
進

捗
を
図
る
た
め
、
歩
道
橋
か
ら
浜
坂
駅

の
区
間
は
数
年
先
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
　
　
　
　
（
建
設
課
長　

尾
崎
睦
夫
）

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
昨
年
５

月
か
ら
本
誌
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
１
人
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案
と
そ
の
内
容
を
掲

載
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
隔
月
（
奇
数
月
）
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載

し
ま
す
。
将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
注
）
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降
に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

広報しんおんせん（3月号）

H19（2007）.3.8

　

総
合
計
画
は
、
本
町
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
と
と
も

に
、
住
民
等
の
活
動
に
つ
い
て
の
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
本
町
は

合
併
時
に
定
め
た
新
町
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
継
承
し
な
が
ら
総
合
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
昨
年
６
月
５
日
に
馬
場
町

長
が
公
募
委
員
２
人
を
含
む
18
人
の
委

員
で
構
成
す
る
同
審
議
会
に
諮
問
し
て

い
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、
同
計
画
の
ま
ち
の
将
来

像
と
し
て
、「
海
・
山
・
温
泉　

人
が

輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷―

安
ら
ぎ

と
憩
い
の
空
間　

新
温
泉
町―

」
を
掲

げ
、
主
な
特
色
と
し
て
、
浜
坂
、
温
泉

両
地
域
の
お
互
い
の
よ
い
と
こ
ろ
を
伸

ば
し
、
合
併
に
よ
る
相
乗
効
果
を
図
る

こ
と
、
山
陰
海
岸
の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
証

に
向
け
た
公
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
運

動
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。

　

答
申
を
受
け
取
っ
た
馬
場
町
長
は

「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
具
体

化
に
よ
る
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
上
山
高

原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
を
連
携
さ
せ
て
、
人
と
自
然

と
の
共
生
を
基
盤
に
、
住
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
は
答
申
を
も
と
に
本
町

が
基
本
構
想
を
策
定
し
、
議
会
議
決
を

経
て
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

審
議
会
が
総
合
計
画
（
案
）
を
答
申

　
「
新
温
泉
町
総
合
計
画
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
、
審
議
し
て
き
た
町
総
合
計
画
審

議
会
の
石
原
八
一
会
長
と
松
田
博
之
副
会
長
が
、
２
月
23
日
（
金
）、
役
場
を
訪
れ
、

馬
場
町
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。　

馬場町長に答申書を手渡す石原会長
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への意見・提案・要望などを書いてください。
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本
町
に
は
昨
年
３
月
末
時
点
で
身
体

障
害
者
手
帳
所
持
者
９
６
６
人
、
療
育

手
帳
所
持
者
１
１
５
人
の
ほ
か
、
精
神

障
害
者
（
児
）、
難
病
患
者
な
ど
障
害

を
も
っ
た
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
計
画
は
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
き
長

期
に
わ
た
り
日
常
生
活
、
社
会
生
活
に

相
当
な
制
限
を
受
け
る
人
、
さ
ら
に
難

治
性
疾
患
の
人
を
対
象
と
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
本
町
は
真
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
社
会
の
実
現
を
図
り
、
住
民
誰
も

が
安
全
、
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
従
来
の
計
画
に
加

え
て
、
継
続
的
に
日
常
生
活
ま
た
は
社

会
生
活
に
相
当
の
制
限
を
受
け
る
人
な

ど
の
支
援
も
行
う
こ
と
し
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
町
で
障
害
を

も
っ
た
人
が
、
地
域
の
一
員
と
し
て
あ

た
り
ま
え
に
暮
ら
し
、
誰
も
が
と
も
に

支
え
あ
う
社
会
の
実
現
と
、
障
害
を

も
っ
た
人
が
自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
、
個
性
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

施
策
目
標
と
し
て
地
域
で
の
生
活
支

援
体
制
の
整
備
な
ど
を
定
め
た
「
自
立

で
き
る
環
境
を
整
え
る
」、
雇
用
の
促

障
害
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
が
発
足

　

障
害
の
あ
る
人
が
住
み
な
れ
た
町
で
、
地
域
の
人
と
お
互
い
に
支
え
あ
い
な
が
ら

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
を
定
め
た
「
新
温
泉
町
障
害

者
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
２
月
16
日
（
金
）、
町
内
の
各
種
団
体
代
表
者

な
ど
で
組
織
す
る
「
障
害
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
」
を
組
織
し
ま
し
た
。

進
と
就
労
の
支
援
な
ど
を
定
め
た
「
働

け
る
環
境
を
整
え
る
」、
ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
、
文
化
活
動
の
支
援
な
ど
を
定
め

た「
社
会
参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
る
」

及
び
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
な
ど

を
定
め
た
「
生
活
し
や
す
い
社
会
環
境

を
整
え
る
」
で
す
。

　

本
計
画
は
こ
れ
ら
４
つ
の
施
策
目
標

と
そ
れ
ぞ
れ
の
「
現
状
と
推
進
方
向
」

「
推
進
方
策
」
を
示
し
な
が
ら
本
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
６
年
間
に
お

け
る
本
町
の
障
害
者
支
援
を
ま
と
め
る

予
定
で
す
。
な
お
、
策
定
委
員
会
は
、

年
度
末
を
目
標
に
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

お詫びと訂正

　去る２月８日付け発行の広報しんおんせん（２月
号）の掲載記事に一部誤りがありました。お詫びし
て訂正します。
（内容 )

　６ページの「－まちづくりアイデアはがき－皆さまの声を
お寄せください」の記事中、３段目の写真キャプションで「本
町の国民保養温泉地指定を記念して建立された駅前の記念碑」
とありますが、正しくは駅前開発と各戸配湯を記念して建立
したものです。使用した岩石は株本建設工業株式会社の株本
順夫社長（当時）から会社正門にあった岩石を無償でいただ
いたものです。関係者の皆さまに重ねてお詫び申し上げます。

初
会
合
を
開
い
た
「
障
害
者
福
祉

計
画
策
定
委
員
会
」
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郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

6 6 9 6 7 9 2

病
変
す
べ
て
の
病
気
に
対
応
で
き
ま
す
。

　

当
診
療
所
は
、
鳥
取
大
学
医
学
部
歯

科
口
腔
外
科
関
連
の
診
療
所
で
、
あ
ご
、

顔
面
口
腔
領
域
に
お
け
る
全
て
の
疾
患

を
治
療
し
ま
す
。

　

ま
た
、
月
に
１
回
は
鳥
取
大
学
口
腔

外
科
教
授
の
診
察
日
が
、
月
に
２
回
は

鳥
取
大
学
口
腔
外
科
医
師
の
診
察
日
が

あ
り
、
共
同
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当

診
療
所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

町
国
民
健
康
保
険
歯
科
診
療
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
４
０

　

町
歯
科
診
療
所
は
、
口
腔
外

科
診
療
も
行
っ
て
い
ま
す
！ 

  

歯
科
診
療
所
で
は
、
歯
科
診
療
に
加

え
て
「
口
腔
外
科
」
の
分
野
に
お
い
て

も
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

口
腔
外
科
と
い
う
言
葉
は
、
あ
ま
り

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
身
近
な

病
気
と
し
て
は
、
ア
ゴ
の
骨
折
や
口
の

中
の
粘
膜
（
歯
肉
や
ほ
っ
ぺ
た
の
内
側
な

ど
）
の
病
気
、歯
（
親
知
ら
ず
）
の
治
療
、

あ
ご
関
節
の
病
気
（
あ
ご
関
節
症
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
ご
、
顔
面

口
腔
領
域
に
お
け
る
内
科
的
、
外
科
的

平成19年度新温泉町臨時職員採用候補者募集について
職　種 採用人員 職務内容 勤務場所 賃金等 応募資格等 採用期間

指導員 若干名 小学校児童放課後指導業務 浜坂北小学校 時間850 円以内

満25歳以上 65歳未満の者
【免許】
保育士、幼稚園・小学校教諭免許
（資格がなくても応募できます）

9月 30日まで
（更新あり）

教　諭 １名 幼稚園教諭業務 諸寄幼稚園 日額
6,800 円

満 20歳以上 60歳未満の者
【免許】
幼稚園教諭免許

9月 30日まで
（更新なし）

医療事務
専門員 2名 医療事務業務 公立浜坂病院 日額7,600 円以内

満18歳以上 60歳未満の者
【免許】
医療事務職技能認定合格証等

9月 30日まで
（更新あり）

◆採用年月日　平成 19年 4月 1日以降
◆勤務日及び勤務時間
　（指導員）　月～金曜日　午後 2時～午後 6時
　　　　　　土曜日及び春、夏、冬休み期間
　　　　　　　　　　　　午前 8時～午後 6時
　　　　　　※勤務日及び勤務時間については、相談
　　　　　　　に応じます。
　（教　諭）　月～金曜日　午前 8時 15分～午後 5時
　　　　　　　　　　　　※早出は、午前 7時 35分～
　　　　　　　　　　　　　午後 4時 30分

　（医療事務）　月～金曜日　午前8時 15分～午後 5時
　　　　　　　　　　　　※早出は、午前 8時～
　　　　　　　　　　　　　午後 4時 45分
　　　　　　（注 1）午前中のみ勤務できる方も応募できます。
　　　　　　（注 2）日直勤務があります。
◆応募方法　　市販の履歴書に希望職種、必要事項を
　　　　　　　 記入し、写真を貼付の上、免許の写し
　　　　　　　 を添えて総務課へ提出してください。
◆受付期間　　3月 9日（金）～ 3月 19日（月）
◆その他　　　面接日時等、詳細については応募者
　　　　　　　へ募集締め切り後お知らせします。

－問い合わせ－
総務課　人事係　℡（0796）82-3111
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★
以
前
は
★

　

男
女
を
比
べ
た
場
合
に
、
人
生
の
選

択
の
可
能
性
に
つ
い
て
差
異
が
あ
る
こ

と
も
問
題
に
し
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば

30
年
前
は
、「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は

家
庭
を
守
る
べ
き
」
と
す
る
固
定
的
な

役
割
分
担
意
識
に
賛
成
す
る
人
が
７
割

以
上
で
し
た
。（
今
は
「
反
対
」
が
「
賛

成
」
を
上
回
っ
て
い
ま
す
）
女
性
の
結

婚
「
適
齢
期
」
が
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

に
例
え
ら
れ
、
25
を
過
ぎ
る
と
「
売
れ

残
り
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
、「
ワ
タ
シ
作
る
人
、

ボ
ク
食
べ
る
人
」
と
い
う
イ
ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
流

れ
、
女
性
団
体
の
抗
議
を
受
け
て
、
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
性
別
役
割
分
担

が
表
現
さ
れ
た
典
型
的
な
例
で
し
た
。

　

男
性
の
役
目
、
女
性
の
役
目
と
い
う

役
割
分
担
が
当
た
り
前
で
、
男
性
と
同

様
に
社
会
で
が
ん
ば
ろ
う
と
す
る
女
性

は ｢
男
ま
さ
り｣ 

、｢

女
だ
て
ら
に｣

な

ど
の
心
な
い
言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ
、
現

在
の
比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
女

は
「
良
妻
賢
母
」
に
、
男
は
「
仕
事
人

間
」
に
な
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外

の
生
き
方
は
周
囲
か
ら
歓
迎
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

★
今
は
★

　
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守

る
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、

諸
外
国
で
は
「
賛
成
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
賛
成
」
と
す
る
割
合
は
低
く
、

隣
国
の
韓
国
は
２
割
を
下
回
っ
て
い
ま

す
が
、
日
本
で
は
賛
成
す
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
近
年
、「
共
稼
ぎ
」
の

世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
雇
用
者
の
世

帯
で
は
、
平
成
４
年
以
降
「
片
稼
ぎ
」

世
帯
を
お
お
む
ね
上
回
っ
て
推
移
し
て

い
ま
す
。

　

女
性
が
職
業
を
持
つ
こ
と
に
対
す
る

意
識
も
、
こ
れ
ま
で
は
男
女
と
も
、「
子

ど
も
が
出
来
た
ら
仕
事
を
や
め
、
大
き

く
な
っ
た
ら
再
び
仕
事
を
持
つ
方
が
よ

い
」
と
し
て
「
一
時
中
断
」
型
を
支
持

す
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近

は
男
女
と
も
、「
子
ど
も
が
で
き
て
も

ず
っ
と
仕
事
を
続
け
る
」
と
し
て
「
中

断
な
し
就
業
」
を
支
持
す
る
人
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
男
性
の
側
も
、
パ
ー
ト

ナ
ー
が
一
諸
に
働
い
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
は
★

　

女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に
と
っ
て

も
、
働
き
な
が
ら
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
が
可
能
な
社
会
環
境
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
男
性
も
、
仕
事
に
責
任
を
負
っ

て
い
る
の
と
同
様
に
、
家
庭
で
家
事
や

育
児
に
責
任
を
負
う
こ
と
が
一
層
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

育
児
へ
の
参
加
は
、
人
生
に
か
け
が

え
の
な
い
も
の
を
与
え
、
人
間
的
に

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
大
き
な
効

果
を
持
っ
て
い
ま
す
。
現
役
の
お
父
さ

ん
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
お
父
さ
ん
に

な
る
男
性
も
、
ぜ
ひ
子
育
て
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

★
こ
れ
か
ら
は
★

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
は
、
男
性
中
心
で

物
事
が
決
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
男

女
共
同
参
画
は
、
女
性
が
半
分
い
る
の

だ
か
ら
、
今
後
は
社
会
の
対
等
の
パ
ー

ト
ナ
と
し
て
女
性
の
意
見
を
大
い
に
反

映
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
で
す
。
自
分

の
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
は
、
本
来

女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に
と
っ
て
も
自
由

な
こ
と
で
す
。
誰
も
が
多
様
な
生
き
方

が
認
め
ら
れ
、
支
援
さ
れ
る
社
会
を
作

り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

文
化
会
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
男
女
で
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
築
い
て
い
こ
う
と
い
う
考

え
の
も
と
成
り
立
つ
社
会
で
す
。
基
本
は
男
女
平
等
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

男
女
の
両
方
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

男
性
、
女
性
の
い
ず
れ
も
、
個
性
や
能
力
を
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
参
画
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
個
性
や
能
力

を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
は
、
緊
急
の
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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◆材料（４人分）
・米　　　　　　　3カップ
・じんば　　　　　50ｇ
・しらす　　　　　50ｇ
・昆布　　　　　　10㎝
・酒　　　　大さじ 3
・塩　　　　小さじ 1/2
・しょう油　大さじ 1/2

▼
作
り
方

①
米
を
洗
い
ざ
る
に
上
げ
る
。
昆
布
を

入
れ
て
普
通
に
ご
飯
を
炊
く
。

②
じ
ん
ば
は
10
分
位
ゆ
で
、
水
に
取
り

ざ
る
に
上
げ
て
、
２
㎝
位
に
切
る
。

③
鍋
に
②
と
し
ら
す
を
入
れ
て
、
調
味

料
を
加
え
て
煮
る
。

④
炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
に
、
③
を
加
え

て
さ
っ
く
り
混
ぜ
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
じ
ん
ば
の
混
ぜ
ご
飯

▼
食
生
活
の
見
直
し

　

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
減
ら
す
た
め
、

ま
ず
簡
単
に
で
き
る
こ
と
は
、
ご
飯
、

パ
ン
、麺
類
な
ど
の
糖
質
（
炭
水
化
物
）

を
控
え
る
こ
と
で
す
。
脂
質
を
減
ら
す

こ
と
が
大
切
に
思
い
が
ち
で
す
が
、
糖

質
を
減
ら
す
方
が
早
く
減
量
で
き
ま

す
。
せ
っ
か
く
炭
水
化
物
を
減
ら
し
て

も
デ
ザ
ー
ト
や
果
物
が
多
い
と
同
じ
こ

と
に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
運
動
の
見
直
し

　

糖
尿
病
予
防
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
全
身
の
筋

肉
を
使
い
、
酸
素
を
取
り
込
み
な
が
ら

時
間
を
か
け
て
行
う
有
酸
素
運
動
が
効

果
的
で
す
。
運
動
中
は
た
く
さ
ん
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
の
で
、
血
液

中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
ど
ん
ど
ん
細
胞
に
取

り
込
ま
れ
ま
す
。
血
糖
値
が
上
が
る
食

後
１
時
間
頃
に
実
施
で
き
れ
ば
、
い
っ

そ
う
効
果
的
で
す
。
そ
の
他
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
基
礎
代
謝
を
高
め
た
り
、

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
で
柔
軟
性
を
高
め
る

こ
と
が
糖
尿
病
予
防
に
な
り
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
こ

の
内
蔵
脂
肪
型
の
肥
満
を
ベ
ー
ス
に
、

高
血
圧
や
高
血
糖
、
血
中
の
脂
質
が
多

い
状
態
の
い
ず
れ
か
２
つ
を
併
せ
持
つ

状
態
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
態

は
生
活
習
慣
病
の
予
備
群
状
態
で
、
薬

を
飲
む
と
い
っ
た
治
療
の
段
階
ま
で
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
軽
視

さ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
動
脈
硬
化

を
急
激
に
進
行
さ
せ
命
に
も
か
か
わ
る

危
険
な
状
態
な
の
で
す
。

日
々
の
生
活
を
見
直
し
内
臓

脂
肪
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
病
の
引
き
金
に

な
る
の
は
、
内
臓
脂
肪
で
す

　

な
ぜ
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満
が
怖
い
の

か
？
そ
れ
は
内
臓
に
た
ま
っ
た
脂
肪
か

ら「
サ
イ
ト
カ
イ
ン（
生
理
活
性
物
質
）」

が
分
泌
さ
れ
、
血
管
や
肝
臓
な
ど
に
悪

い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
か
ら
で
す
。
皮
下
脂
肪
か
ら
も
若
干

分
泌
さ
れ
ま
す
が
、
内
臓
脂
肪
に
比
べ

る
と
そ
の
量
は
ご
く
わ
ず
か
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
に
よ
る
悪
影
響
は
高
血
圧

や
高
血
糖
、
血
中
の
脂
質
上
昇
な
ど
の

症
状
で
現
れ
ま
す
。
い
わ
ば
、
内
臓
脂

肪
は
生
活
習
慣
病
の
大
も
と
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
健
康

　

づ
く
り
メタボリック
シンドローム

（内臓脂肪症候群）

広報しんおんせん（3月号） 12



生
活
習
慣
の
改
善

　
　

↓

生
活
機
能
の
低
下
や
日
常
生

活
に
お
け
る
障
害
の
予
防

　

基
本
健
診
を
受
診
さ
れ
る
65
歳
以
上

の
人
に
は
、
生
活
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
問
診
票
が
あ
り
ま
す
。

　

普
段
、
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
な

い
人
、
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
総

合
健
康
診
査
を
利
用
し
て
、
少
な
く
て

も
年
に
１
度
は
自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
ま
し
ょ
う
！

―
問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
６
４
６

　

温
泉
保
健
福
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

みなさん健康管理していますか
　　～総合健康診査のお知らせ～

　
「
健
康
診
査
は
な
ぜ
必
要
だ
と
お
思
い
で
す
か
？
」
健
康
診
査
は
さ
ま
ざ
ま
な
検

査
を
行
っ
て
、
体
の
状
態
を
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
健
診
を
受
け
る
目
的
は
体
の
異
常
を
早
期
に
発
見
し
、
進
行
す
る
前

に
対
処
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
健
診
結
果
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
の
改
善
す
べ

き
点
や
注
意
し
た
い
点
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
基
本
健
康
診
査
で
は
、
腹
囲
測
定
を
全
員
実
施
し
、
生
活
習
慣
病

の
元
と
も
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
予
防
に

努
め
ま
す
。

◆ 40歳～「生活習慣病の予防」

　がん、心臓病、脳卒中、糖尿病など

◆ 65歳～「介護予防、要介護状態への早期発見、対応」

　運動機能、栄養障害、口腔機能、認知症、う

つ、　閉じこもりなど

平成 19 年度総合健康診査日程
浜　坂　地　域 温　泉　地　域

  4 月 19 日（木）居組コミュニティセンター   5 月 19 日（土）夢ホール
  4 月 20 日（金）諸寄基幹集落センター   5 月 20 日（日）夢ホール
  4 月 22 日（日）浜坂多目的集会施設   5 月 21 日（月）夢ホール
  4 月 23 日（月）浜坂多目的集会施設   6 月 18 日（月）夢ホール
  4 月 24 日（火）浜坂多目的集会施設   6 月 19 日（火）上山高原ふるさと館
  4 月 25 日（水）浜坂多目的集会施設   6 月 27 日（水）八田コミュニティセンター
  4 月 26 日（木）浜坂保健センター   6 月 28 日（木）照来小学校
  4 月 27 日（金）浜坂保健センター

※受付時間はいずれも午前 8 時～ 11 時

H19（2007）.3.8
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TEL（0796）82-5251

　

おはなし会　　 　　　      
　絵本の読み聞かせやおはなし、簡
単な折り紙や工作などをする楽しい
会です。気軽にご参加ください。

『たんぽぽ』他

◆と 　き　3月10日（土）午後2時～

◆と こ ろ　図書館・おはなし室

『ねえ～　どこいくの？』他

◆と 　き　3月24日（土）午後２時～

◆と こ ろ　図書館・おはなし室

子どもシネマの会　　　      

『あおいめ　くろいめ　ちゃいろいめ』他

◆と 　き　3月10日（土）午後3時～

◆と こ ろ　図書館・視聴覚室

　　

特別おはなし会　　　 　  
“ 春だよ！ みんな集まれ おはなし会 ”

◆と　き　3月 18日（日）

　　　　　　午後 1時 30分～

◆ところ　図書館・視聴覚室

◆内　容　絵本の読み聞かせ、パネ

　　　　　  ルシアター、人形劇など

◆公　演　 グループ“おはなしの部屋” 

　　　　　　 （豊岡市竹野町）

加藤文太郎
記念図書館

　

「3月のおすすめの本」
ご案内

野の花の入院案内

徳永　進著／講談社
　鳥取市にある「野の花診療所」は末期患者
のホスピス。死を前にした時、人はどんなふう
に残りの時間を過ごせるのか？家族はどうすれ
ばいいのか？徳永先生の温かい目はいつも患者
とともに『よく生きるための死』を見つめてい
る。そんな毎日を綴った「野の花診療日記」。

ひらがな暦

　おーなり由子著／新潮社
　1年 366 日の暮らしの楽しみ。行事やお祭
のこと、身近な草花や鳥、虫、星座の話、そ
してほんわかやさしい思い出のエピソード。
おーなり由子の絵と文で一日づつ大切に綴ら
れた日本に暮らすしあわせを感じる歳時記。

認知症介護　介護困難症状別ベストケア 50

　　本間昭　他著／小学館
　認知症の高齢者は全国で 200 万人。65歳以
上では 12、13 人に 1人、80 歳以上で 5人に
1人といわれている。家族が認知症になったと
き、どう理解し対応したらいいのかをきめ細か
くわかりやすく解説。在宅介護を応援する本。

しんた、ちょうたのすっとび！かごどうちゅう

飯野和好著／学研
　お江戸で一番といわれる「かごや」で働
きだした、“しんた ” と “ ちょうた ”。さっそ
く初仕事に繰り出すけれど、いきなり大変
なお客を乗せることになってしまい、珍道
中のはじまりはじまり…。「ねぎぼうすのあ
さたろう」でおなじみ飯野和好の痛快絵本。

おたんじょうびのひ

中川ひろたか文／朔北社
　明日はよしふみ君の 6歳のおたんじょう
びです。先生はよしふみ君に生まれた時の
ことをお母さんに聞いてくるようにいいま
した。お友達や先生みんなにいろんな誕生
のドラマがあります。生まれてきた命はど
れもぴかぴか輝いています。みんなで祝う
お誕生日の絵本。 広報しんおんせん（3月号） 14
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４月から温泉地域の

移動図書館車「ささゆり号」の巡回日程が変わります !

期間 (4 月～ 12 月まで )

毎月第 1 金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10:30 ～ 11:00 ― ゆめっこランド
11:10 ～ 11:30 歌長、高山 歌長公民館
12:45 ～ 13:15 春来 春来小学校
13:40 ～ 14:10 細田、湯、数久谷 夢千代館
14:20 ～ 14:50 ― 温泉小学校
14:55 ～ 15:15 ― 温泉総合支所

毎月第２金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10:15 ～ 10:30 飯野 飯野公民館
10:45 ～ 11:00 塩山 塩山公民館
11:15 ～ 11:30 中辻 中辻公民館
11:40 ～ 12:00 丹土 フレンドショップあたご付近
13:00 ～ 13:30 ― 照来小学校
13:45 ～ 14:05 切畑 切畑公民館
14:15 ～ 14:30 多子 宮脇勝幸宅横広場
14:45 ～ 15:00 桐岡 照来診療所

毎月第３金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

13:00 ～ 13:30 熊谷 熊谷小学校
13:45 ～ 14:00 伊角 伊角公民館
14:15 ～ 14:30 今岡金屋 今岡金屋公民館
14:45 ～ 15:00 鐘尾 鐘尾公民館
15:15 ～ 15:30 千原、あさひヶ丘 薬師堂付近
15:45 ～ 16:00 竹田 竹田公民館
16:15 ～ 16:30 井土 井土公民館

毎月第４金曜日
時　　　間 対象地域 停　車　場　所

10:05 ～ 10:45 ― 八田小学校
10:55 ～ 11:10 内山、越坂 内山公民館
11:25 ～ 11:45 海上 海上公民館
13:15 ～ 13:35 青下 青下公民館
13:45 ～ 14:05 岸田 岸田公民館
14:10 ～ 14:30 田中、霧滝 旧農協田中支店前
14:35 ～ 15:10 石橋 奥八田小学校
15:15 ～ 15:35 前 全但バス停留所付近
15:45 ～ 16:00 千谷、宮脇 八田コミュニティセンター

（注）一部、停車時間を変更しています。

―加藤文太郎記念図書館―

ボランティア募集

　本町は、住民の皆さまの参画と協働による図書館
づくりを推進し、住民に親しまれる図書館とするた
め、平成 17 年度から、図書館ボランティアを募集し
ています。そして、応募いただいたボランティアの
皆さまに児童奉仕、環境美化、資料提供と各グルー
プにわかれて活動していただいています。
　平成 19 年度も引き続きボランティアを募集しま
す。皆さまのご参加をお待ちしています。

◆活動内容　◇子どもに関する活動
　　　　　　　読み聞かせ・紙芝居・お話など
　　　　　　◇環境づくりに関する活動
　　　　　　　草刈り、花の手入れ、館内装飾など
　　　　　　◇本に関する活動
　　　　　　　返却本、書架の整理など
◆活動時間　1回 2時間程度（都合のよい時間に
　　　　　　ご参加ください）
　　　　　　　※活動は登録制です。
◆対　　象　本町の住民で高校生以上
◆募集期限　3月 26日（月）

－問い合わせ－
加藤文太郎記念図書館

℡（０７９６）82‐５２５１

移動図書巡回の変更

　毎月第３水曜日は用土方面の巡回
日ですが、3月 21 日（水）は祝日
となるため、前日の 20 日（火）に
変更し、巡回します。
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まちの求人案内

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

日本精機宝石工業㈱ 生産作業① 不問 115～ 140
生産作業② 130～ 150

浜美屋食品㈱ 営業 40以下 165～ 245
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180～ 200
看護補助 136

㈱マルワ水産運輸 事務員 26～35 150～ 200
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
株本建設工業㈱ 建築技術者 不問 165～ 273土木技術者
㈲福田建機 整備士 20～40 150～ 180
丸瀬興業 土木作業員 不問 180～ 270
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 300
㈲ラッキー美容院 美容技術一般、

アシスタント等 40以下 140～ 250

㈱マルワ渡辺水産
水産加工員 18～35 145～ 170
水産加工工
場管理者 18～50 180～ 200

㈲ ONE 携帯電話販売員 30以下 130～ 200
守山石油㈱ 給油販売員 20～40 130～ 140
㈱北近畿クボタ 営業サービス 35以下 168～ 215
県立浜坂高等学校 校務員 不問 128

（温泉地域）

㈱朝野家
客室係 不問 225～ 260
営業係 不問 145～ 155
販売係 18～40 140～ 150

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205～ 245
フロント係 不問 145～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198
フロント係 25～35 150～ 250

㈱井筒屋 客室係 不問 223～ 249
フロント係 不問 150～ 197

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155～ 190
川戸自動車工業㈱ 自動車整備士 35 以下 140～ 240
湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124
㈱寿荘 フロント係 18～40 180～ 230客室係 不問
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182～ 207
㈱マルワフーズ渡辺水産 事務員 不問 150～ 200
㈱温泉町夢公社 受付、管理作業 18～ 55 126～ 134
㈲アーサ 美容アシスタン

ト・スタイリスト 不問 105～ 126
㈲山陰住設工業 営業 不問 160～ 220

㈱山根工務店
建築設計、
施工管理

25～35 230～ 300

㈲あさの 営業 20～60 163～ 213

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700～ 850
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700～ 900
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 16～ 40 770
日本精機宝石工業㈱ 営繕・機械修理 55～ 62 800
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700～ 1,000
ミネル㈱ 英会話講師及び

学習指導講師 不問 1,400～2,500

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～ 1,000フロアースタッフ
調理補助

たじま農業協同組合 訪問介護員 60 以下 790～ 2,180
㈱トヨダ 販売店員 18～ 57 860
千原縫製 縫製工 30～ 45 683

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

客室係 不問 1,300
布団上げ 不問 850
布団敷き 不問 800
まかない係 不問 800

㈱西沢製作所 機械設計 40以下 1,000
溶接工 不問 700～ 750

㈱とみや旅館

客室係 不問 1,000～1,300
配膳・洗浄係 不問 750～ 800
オープンカフェ
スタッフ 40 以下 750

㈱朝野家

洗浄係 不問 700～ 750
調理補助 不問 700～ 750
販売係 不問 800
ヒーリング
ルーム係 18～ 30 800

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200～1,300
アイケー電機㈱ 機器組立 18～ 30 750～1,000

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770厨房スタッフ
㈱ナカケー レジ、接客業務 不問 750～ 900
㈱コメリ中四国地区本部 販売員 16～ 40 750～ 760
㈱温泉町夢公社 受付、管理作業 18 ～ 55 700～ 800
㈲高橋石材店 事務、接客 不問 700～ 800
㈱日本アウトソーシング 客室係 不問 1,200

　（常　用） 　（パート） 平成 19年 2月 20日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（3月号）
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
14―

農
地
法
に
つ
い
て
‐
シ
リ
ー
ズ
②
‐

農
地
を
貸
借
す
る
に
は
？

▼
貸
借
の
方
法

　

農
地
の
貸
し
方
、
借
り
方
に
は
い
ろ

い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
一

般
的
な
の
は
賃
借
権
を
設
定
す
る
方
法

で
す
。
昔
か
ら
「
農
家
が
小
作
に
出
し

て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
賃
貸
借

の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

賃
貸
借
は
、
貸
主
が
借
主
に
農
地
を

耕
作
さ
せ
、
そ
の
代
わ
り
に
借
主
か
ら

小
作
料
（
地
代
）
を
も
ら
う
事
を
内
容

と
し
た
契
約
で
、
期
間
の
定
め
の
あ
る

「
定
期
賃
貸
借
」
と
定
め
の
な
い
「
不

定
期
賃
貸
借
」
が
あ
り
ま
す
。

　

定
期
賃
貸
借
の
期
間
は
最
高
20
年
で

す
。
期
間
内
で
も
返
還
請
求
が
で
き
る

旨
の
条
項
を
定
め
て
い
な
い
場
合
に
限

り
、
小
作
人
の
信
義
違
反
な
ど
で
契
約

を
解
除
で
き
る
場
合
し
か
返
還
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

使
用
貸
借
は
、
貸
主
が
借
主
に
農
地

を
無
償
で
耕
作
さ
せ
る
契
約
で
す
。
返

還
請
求
な
ど
に
つ
い
て
農
地
法
で
特
に

制
限
し
て
い
な
い
の
で
、
契
約
期
間
が

終
了
し
た
り
、
契
約
で
定
め
た
一
定
の

使
用
収
益
の
目
的
を
達
し
た
と
き
に
は

終
了
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間
に
定
め
の

な
い
場
合
に
は
い
つ
で
も
返
還
請
求
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
等
の
貸
し
借
り
に
は
農

業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。
農
地

等
の
賃
借
契
約
を
し
た
と
き
は
、
貸
主
と

借
主
は
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

相
対
以
外
で
農
地
を
貸
す
方
法

▼
農
地
保
有
合
理
化
事
業

　

知
事
の
承
認
を
受
け
た
農
地
保
有
合

理
化
法
人
（
兵
庫
み
ど
り
公
社
、
農
業

者
年
金
基
金
等
）
が
行
う
も
の
と
さ
れ

て
お
り
、
農
地
保
有
合
理
化
法
人
は
農

地
の
貸
し
手
か
ら
農
地
等
を
借
り
受
け

て
農
家
に
貸
し
付
け
て
管
理
し
ま
す
。

そ
の
賃
借
期
間
は
原
則
と
し
て
10
年
以

上
の
定
期
賃
貸
借
と
し
、
10
年
未
満
に

す
る
こ
と
が
必
要
な
と
き
は
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
事
業
に
よ
る
利
用
権

設
定
等
促
進
事
業
を
活
用
し
て
賃
貸
借

し
て
お
け
ば
、
期
間
が
満
了
し
た
と
き

は
確
実
に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。ま
た
、

農
地
保
有
合
理
化
法
人
に
貸
し
付
け
た

小
作
地
は
、
小
作
地
の
所
有
制
限
の
適

用
を
受
け
ず
、
不
在
地
主
で
も
在
村
地

主
で
保
有
制
限
を
超
え
る
面
積
で
も
小

作
地
を
所
有
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

▼
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
事
業
に
よ

る
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
は
、
農
業

経
営
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
町
が
行
う

農
地
等
の
貸
し
借
り
等
を
促
進
す
る
事

業
で
す
。
町
が
農
地
等
の
貸
し
手
の
希

望
に
よ
り
適
当
な
借
り
手
を
見
つ
け
、

貸
借
条
件
な
ど
を
農
地
利
用
集
積
計
画

に
ま
と
め
、
貸
し
手
と
借
り
手
並
び
に

使
用
収
益
権
を
有
す
る
も
の
の
全
員
の

同
意
と
農
業
委
員
会
の
決
定
を
受
け
て

そ
の
計
画
を
公
告
す
る
と
貸
し
手
と

借
り
手
の
間
で
貸
借
関
係
が
成
立
す
る

仕
組
み
で
す
。
こ
れ
に
は
貸
借
に
つ
い

て
の
農
地
法
の
許
可
は
不
要
で
す
。
賃

貸
借
で
も
期
間
が
満
了
す
れ
ば
自
動
的

に
終
了
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
確
実

に
返
し
て
も
ら
え
ま
す
。
期
間
満
了
後

も
引
続
き
貸
し
た
い
と
き
は
改
め
て
農

用
地
利
用
集
積
計
画
を
作
成
す
る
事
に

よ
っ
て
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
に
よ
っ
て
貸
し
た
小
作
地
は
小
作

地
の
所
有
制
限
の
適
用
を
受
け
ま
せ

ん
。
ま
た
こ
の
事
業
に
よ
る
貸
借
は
、

市
町
村
と
い
う
公
的
機
関
が
中
に
入
っ

て
行
わ
れ
る
の
で
、
後
々
の
契
約
の
履

行
な
ど
に
つ
い
て
も
安
心
で
き
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　

農
地
の
所
有
権
者
が
何
ら
か
の
事
情
で
耕
作
を
や
め
、
貸
し
に
出
す
場
合
に
は
、

貸
主
と
借
主
が
相
対
で
話
し
合
っ
て
「
貸
す
」「
借
り
る
」
の
が
通
常
で
す
が
、
次

の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

H19（2007）.3.8
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岸田川クリーン作戦

　このたび、㈱マルワ渡辺水産から公立浜坂病院
の施設充実にとデジタルチューナー内蔵液晶テレ
ビ 2台（32V型、37V型）を寄贈いただきました。
　本町は来院者らに喜んでもらえるようにと、１
階と２階のロビーにテレビを設置しました。2月
16 日（金）には同社への感謝の気持ちを込め、
馬場町長から感謝状を贈呈しました。

‐町、社会福祉協議会が長寿を祝福‐

100歳を迎えた桑原きみさん（千原）

　

　満 100 歳を迎えた桑原きみさんの長寿を祝福
するため、2月 28 日（水）、馬場町長、中井社
会福祉協議会長らが桑原さん宅を訪れ、銅版の祝
い状、祝い品などを贈りました。
　町長から「百歳おめでとうございます。ますま
すお元気でお過ごしください」と言葉をかけられ
た桑原さん。この日は、お孫さんからの「長寿日
本一を目指してがんばって」というメッセージも
送られ、思わず笑顔。3年ほど前から足の調子が
く車椅子での生活ですが、時折笑顔を交えながら
しっかりとした口調で「立派なものをありがとう
ございます。皆さまに感謝の気持ちでいっぱいで
す」と喜んでいました。

公立浜坂病院 1 階ロビーに設置したテレビ散乱したごみを拾い集める参加者ら

‐公立浜坂病院‐

マルワ渡辺水産がテレビを寄贈

　岸田川の環境保全と住民の一体感の醸成を図ろ
うと、2月 24 日に第 2回岸田川下流域クリーン
作戦を行いました。
　本町が主体となって各種団体に呼びかけ実現し
たものです。この日は、趣旨に賛同いただいた高
校生を含む住民、延べ約 110 人が 3班にわかれ
て福富橋から河口付近までの両岸のごみ拾いをし
ました。上流から流れてきた空きカン、空きビン、
ビニール袋などが散らばっており、参加者らは一
つ一つ丁寧に手作業で拾い集めていました。
　寒い日でしたが、作業を始めると参加者は額に
汗をかきながらごみを拾っていました。そして、
約 2時間の作業で周辺はきれいになりました。

広報しんおんせん（3月号）

馬
場
町
長
か
ら
銅
版
の
祝
い
状
を
受
け
取
る
桑
原
さ
ん
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　生徒数の減少により、このたび閉校されること
となった浜坂高校温泉校で 2月 26日（月）に卒
業式と閉校式が行われました。
　卒業式には、卒業生 13 人と保護者らが出席。
稲田校長から卒業生に「温泉校最後の卒業生であ
るということを自覚し、誇りと自信、向上心を持っ
て堂々と羽ばたくことを祈る」とエールが送られ
ました。卒業生を代表して西垣かおりさんが「少
人数だからこそできることがたくさんあった。先
生、友人に支えられ、日々楽しく笑顔で、悔いの
ない生活を送ることができた。仲間と一生に培っ
た夢への切符を大事にしたい」と別れのことばを
述べました。
　その後、卒業生、同窓生、職員 OB ら計 150
人が出席して行われた閉校式では、昭和 23 年
10 月 1 日創立以来 59 年の歩みを映像で振り返
りながら閉校を惜しみ、数々の歴史を刻んだ同校
に別れを惜しんでいました。

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

　知事と県民が直接語り合う場として「さわやか
フォーラム」が、2月 18 日（土）、ユートピア
浜坂で井戸敏三知事と地域住民約 130 人が出席
して開催されました。
　井戸知事は、浜坂観光協会が進めているカニソ
ムリエ養成講座の一環として、講師に招かれたも
のです。この日集まった住民らは、知事の講演に
熱心に耳を傾けていました。知事からは「味原川、
以命亭をもっと生かして浜坂らしいおもてなしの
仕方を取り入れるべき」「お客様に満足して帰っ
ていただけるよう、地道な努力で “ 浜坂らしさ ”
を創り上げ浜坂ファンを増やしてほしい」「地域
住民がシナリオをどう書いて、交流人にどう演じ
てもらおうとするのか考える必要がある」といっ
たことなどが提起されました。
　続いて、知事と浜坂観光協会役員、カニソムリ
エとの懇談では、カニソムリエの背景と活動の取
り組みを紹介した後、知事から「浜坂のセールス
ポイントを3～５つぐらいに絞って力強くアピー
ルしてみては」といった意見などが出され、参加
者らは観光客の増加に向け、知事と熱心な意見交
換を行っていました。

さわやかフォーラムで講演する井戸敏三知事

「別れのことば」を述べる卒業生代表西垣かおりさん

ーさわやかフォーラムー

井戸知事と語る

ー浜坂高等学校温泉校ー

59年の歴史に幕

広報しんおんせん（3月号）
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献
血
の
お
願
い

▼
と
き　

3
月
16
日
（
金
）

◇
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

◇
午
後
1
時
～
3
時

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
（
湯
）

▼
持
参
い
た
だ
く
も
の　

身
分
証
明
が

で
き
る
免
許
証
等
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
６
４
６

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

児
島
勝
・
創
作
ア
ー
ト
展

　

但
馬
美
術
協
会
理
事
の
児
島
勝
さ
ん

（
養
父
市
）
の
布
彩
画
作
品
等
を
展
示

し
ま
す
。
布
彩
画
と
は
、
児
島
さ
ん
が

昨
年
考
案
し
た
新
し
い
ア
ー
ト
で
、
彩

色
し
た
布
地
は
独
特
の
深
色
感
が
で
て

織
り
の
美
し
さ
も
際
立
ち
、
見
る
人
の

心
を
癒
す
よ
う
な
作
品
で
す
。

▼
と
き　

３
月
10
日
（
土
）

　

～
４
月
11
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命

　

亭
」

▼
内
容　

布
彩
画
40
点
、
は
が
き
絵
50

　

点
及
び
木
版
画
10
点
を
展
示
予
定

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H19（2007）.3.8

ご
案
内

カ
メ
ラ
講
座
生
写
真
展

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
カ
メ
ラ

講
座
生
に
よ
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
10
日（
土
）～
25
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

講
座
生
が
撮
影
し
た
写
真
作
品

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

広報しんおんせん（3月号）

「第9回浜坂みなとほたるいか祭り」

「浜坂日曜朝市」出店者募集！
　
　昨年に引き続き、「ほたるいか祭り」と「日曜
朝市」を合同開催し、新鮮な海産物や農産物、
特産物などを販売します。
　地域やグループ、個人などで出店していただ
ける人を募集します。
◆と　き　4月 8日（日）
　　　　　　午前 10時～午後 1時 30分
◆ところ　浜坂漁港セリ市場
◆主　催　浜坂観光協会、浜坂産業観光振興協議会
◆出店料　2,000 円
◆募集期限　3月 16日（金）

－問い合わせ－
商工観光課　地域振興係
℡（0796）82 ‐ 5625

児島勝さんの布彩画
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絵
本
に
親
し
む
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
絵
本
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
23
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

　

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に

新
刊
が
入
り
ま
し
た
！

　

本
町
は
ゆ
と
り
や
個
性
、
こ
こ
ろ
の
豊

か
さ
を
重
視
し
た
教
育
、
学
習
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
本
年
１
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
に
図
書
室

を
設
置
し
ま
し
た
。
図
書
機
能
の
充
実

を
図
る
た
め
、
新
た
に
小
説
、
絵
本
な

ど
合
わ
せ
て
50
冊
の
新
刊
を
入
荷
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

広報しんおんせん（3月号）

H19（2007）.3.8

―演歌まつり― 
八代亜紀コンサート

　昭和 46 年のデビュー以来、「舟歌」「雨の慕情」
「愛の終着駅」「愛ひとすじ」など数多くのヒッ

ト曲でおなじみの日本歌謡界を代表する演歌の歌
姫・八代亜紀が新温泉町にやってきます。

◆と　き　３月 25日（日）
　第１回　午後１時 30分～
　第２回　午後４時 30分～
◆ところ　夢ホール
◆主　催　新温泉町、教育委　
　　　　　員会、　エムズプロ
　　　　　デュース
◆前売券　3,800 円
　　　　　※当日券は 500 円増

‐ 問い合わせ ‐
温泉公民館

　℡（0796）92-1870　

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

3月  7日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

3月14日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

3月22日（木） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

3月28日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

3月15日（木） 午後1時～ 3時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

3月22日（木） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

住
ま
い
の

相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

3月11日（日） 午後1時～ 4時 但馬長寿の郷（養父市）

●手すりの取付
　位置
●風呂、トイレな
　どの改修方法

兵庫県但馬長寿の郷
TEL（079）662-8456

法
律
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

3月28日（水） 午後1時30分～ 4時30分 浜坂福祉センター 弁護士による法律
相談。予約制

社会福祉協議会
TEL（0796）82-1071

4月21日（土） 午後1時～ 4時 豊岡市民会館 司法書士による法
律相談。予約制

県司法書士会但馬支部
TEL（079）665-8025
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宇
都
野
学
園

▼
開
設
場
所　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
学
習
年
限　

本
科
生
４
年
間
、
大
学

院
生
２
年
間

▼
学
習
内
容

◇
講
座
（
定
例
講
座
）

ア　
一
般
教
養
講
座
（
年
７
回
、
午
前
）

　

政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
等
の
講
演

イ　

専
門
講
座
（
年
７
回
、
午
後
）

　

①
書
道

　
（
楷
、
行
、
草
の
基
礎
練
習
な
ど
）

　

②
園
芸

　
（
野
菜
、
花
づ
く
り
、
盆
栽
な
ど
）

　

③
郷
土
文
化

　
（
郷
土
の
歴
史
、
先
人
な
ど
を
学
ぶ
）

　

④
健
康
福
祉

　
（
健
康
体
操
、
福
祉
学
習
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
）

　
（
注
）
開
設
講
座
は
変
更
に
な
る
場

　
　

合
が
あ
り
ま
す
。

ウ　

大
学
院
講
座
（
年
３
回
以
上
）

　

大
学
院
生
は
、
一
般
教
養
講
座
、
専

門
講
座
及
び
大
学
院
講
座
を
受
講
し

ま
す
。

エ　

体
験
学
習

　

遠
足
、
運
動
会
、
修
学
旅
行
、
学
園
祭

◇
ク
ラ
ブ
活
動

　

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
月
４
回
）

　

②
音
楽
（
コ
ー
ラ
ス
）
ク
ラ
ブ

　
　
（
月
２
回
）

　

③
民
謡
ク
ラ
ブ
（
月
２
回
）

　

④
歌
謡
（
カ
ラ
オ
ケ
）
ク
ラ
ブ

　
　
（
月
４
回
）

　

⑤
手
芸
ク
ラ
ブ
（
月
２
回
）

　

⑥
短
歌
ク
ラ
ブ
（
月
１
回
）

　

⑦
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
月
４
回
）

▼
入
園
資
格　

満
60
歳
以
上
で
町
内
在

住
の
人
（
温
泉
地
域
在
住
の
人
も
入

園
で
き
ま
す
）
た
だ
し
、
大
学
院
生

は
宇
都
野
学
園
本
科
生
を
修
了
さ
れ

た
人
に
限
り
ま
す
。

▼
受
講
料　

無
料

　
（
た
だ
し
、
自
治
会
費
、
教
材
費
な

ど
は
個
人
負
担
で
す
）

▼
募
集
期
限　

３
月
20
日
（
火
）

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
浜
坂
公
民
館
あ
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
高
齢
者
大
学
「
宇
都
野
学
園
」

事
務
局
（
浜
坂
公
民
館
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

平
成
19
年
度
町
立
高
齢
者
大
学
学
園
生
募
集

　

本
町
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
楽
し
く
学
び
な
が
ら
、
趣
味
・
教
養
を
高
め
、
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
を
創
造
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、町
立
高
齢
者
大
学「
宇

都
野
学
園
」「
と
ち
の
み
学
園
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
高
齢
者
大
学
で

学
び
、
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

広報しんおんせん（3月号）

H19（2007）.3.8

宇都野学園大運動会 宇都野学園学園祭

とちのみ学園書道講座 とちのみ学園開講式



23

宇都野学園入園式、開講式（予定）
◇と　き　４月 17 日（火）午前９時 30 分～
◇ところ　浜坂多目的集会施設

とちのみ学園入学式、開講式（予定）
◇と　き　４月 20 日（金）午前９時～
◇ところ　夢ホール

と
ち
の
み
学
園

▼
開
設
場
所　

夢
ホ
ー
ル

▼
学
習
年
限　

２
年
（
３
年
目
以
降
は

研
修
生
と
な
り
ま
す
）

▼
学
習
内
容

◇
講
座
（
定
例
講
座
等
）

ア　

一
般
教
養
講
座
（
年
７
回
、
午
前
）

　

講
演
、
歌
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

イ　

専
門
講
座
（
年
７
回
、
午
後
）

　

①
園
芸

　

②
健
康

　

③
書
道

　

④
ダ
ン
ス

　

⑤
生
花

　

⑥
歴
史

　

⑦
料
理

ウ　

体
験
学
習

　

春
の
遠
足
、
秋
の
運
動
会
、
修
学
旅

行
、
学
園
祭

◇
ク
ラ
ブ
活
動

　

①
ダ
ン
ス
（
週
１
回
）

　

②
カ
ラ
オ
ケ
（
月
２
回
）

　

③
茶
道
（
月
１
回
）

　

④
パ
ソ
コ
ン
（
月
２
回
）

　

⑤
民
謡
（
月
２
回
）

　

⑥
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
月
２
回
）

▼
入
学
資
格　

満
60
歳
以
上
で
町
内
在

住
の
人

　
（
浜
坂
地
域
在
住
の
人
も
入
学
で
き

ま
す
）

▼
受
講
料　

無
料

　
（
た
だ
し
、
自
治
会
費
、
教
材
費
な

ど
は
個
人
負
担
で
す
）

▼
募
集
期
限　

３
月
28
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
自
治
会
地
区
委
員
、
ま

た
は
温
泉
公
民
館
あ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
立
高
齢
者
大
学「
と
ち
の
み
学
園
」

事
務
局
（
温
泉
公
民
館
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

平成 19 年度町立高齢者大学「宇都野学園」入園申込書

区　分
新入園生・大学院生

専門講座

( 第 1 希望 )
書道・園芸・郷土文化
・健康福祉

住　所

新温泉町　　　　　　　　　番地
( 第２希望 )

書道・園芸・郷土文化
・健康福祉

※希望の講座を○で囲んでください。
　必ず第２希望まで記入してください。

（ふりがな）
氏　名

　　　　　　　　　　　　　
　印　　 クラブ

　活動

①グラウンドゴルフクラブ　②音楽（コー
ラス）クラブ　③民謡クラブ　④歌謡（カ
ラオケ）クラブ　⑤手芸クラブ⑥短歌クラ
ブ⑦ダンスクラブ

生年月日
明・大・昭　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　（満　　歳）

電話番号（　　　　）　　　― ※入部希望のクラブを選んでください。

平成１９年度町立高齢者大学「とちのみ学園」入学申込書
学　年 ①新入生　②二年生　③研修（　　）

回生　④修士

専門講座
園芸・健康・書道・ﾀﾞﾝｽ・生花・歴史・料理

※希望の講座を一つだけ○で囲んでください。
　専門講座は必ず一つ選んでください。住　所

新温泉町　　　　　　　　　番地

（ふりがな）
氏　名

クラブ
　活動

（希望者のみ）

①ダンス　②カラオケ　③茶道　
④パソコン　⑤民謡　⑥ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ
※希望のクラブを○で囲んでください。

生年月日 明・大・昭　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　（満　　歳） 開講式出欠 ４月２０日（金）午前９時～

電話番号（　　　　）　　　― 出席・欠席（どちらかを○で囲んでください）

H19（2007）.3.8
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募　

集

H19（2007）.3.8

町
営
住
宅
宇
都
野
団
地

（
空
き
家
）
の
入
居
者
募
集

▼
募
集
概
要

◇
所
在
地　

浜
坂
字
上
池
２
４
５
７
番

地
の
1

◇
構
造
等　

木
造
２
階
建

◇
住
戸
タ
イ
プ　

３
Ｄ
Ｋ
、

　

専
用
面
積
65
・
94
㎡

◇
募
集
戸
数　

１
戸
（
３
‐
17
号
）

◇
駐
車
場　

な
し

◇
家
賃
（
月
額
）　

１
万
４
１
０
０
円

～
２
万
３
４
０
０
円
（
収
入
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す
）

◇
入
居
可
能
日　

平
成
19
年
４
月
１
日

（
予
定
）

広報しんおんせん（3月号）

▼
入
居
資
格

◇
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
あ
る
人
。

◇
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人
。

◇
本
町
に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま
た
は

本
町
に
居
住
し
て
い
な
く
て
も
入
居

決
定
後
に
当
該
町
営
住
宅
に
住
所
異

動
が
可
能
な
人
。

◇
法
令
で
定
め
る
所
得
基
準
に
合
致
さ

れ
て
い
る
人
。

◇
連
帯
保
証
人
の
あ
る
人
。

◇
法
令
を
遵
守
し
、
団
地
及
び
周
辺
地

域
で
円
満
な
共
同
生
活
を
営
む
こ
と

の
出
来
る
人
。

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

　

３
月
８
日
（
木
） 
～ 

22
日
（
木
）

▼
申
込
方
法　

　

入
居
申
込
書
等
（
建
設
課
、
温
泉
総
合

支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
申
込
者
本
人
が
建

設
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所
産
業
建
設

課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
、

書
類
不
備
の
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１　

▼
申
込
の
条
件

◇
本
町
に
居
住
し
て
い
る
人
、
若
し
く

は
居
住
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
。

◇
引
き
渡
し
の
日
か
ら
10
年
以
内
に
建

築
し
、
居
住
で
き
る
人
。

▼
分
譲
の
条
件

◇
建
築
完
成
後
10
年
は
他
人
に
転
売
、

貸
与
、分
割
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
下
水
道
（
工
事
負
担
金
約

35
万
円
）、
町
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
加
入
金

７
万
４
０
０
０
円
）
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◇
所
有
権
登
記
は
町
が
行
い
ま
す
。
登
記

に
要
す
る
税
金
、
費
用
負
担
（
約
４
万

～
5
万
５
０
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１　

―

緑
に
囲
ま
れ
た
快
適
環
境―

 

「
あ
さ
ひ
ヶ
丘
」
宅
地
分
譲
受
付
中

　
　
「
あ
さ
ひ
ヶ
丘
」
の
分
譲
宅
地
は
残

り
２
区
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
宅
地
を

探
し
て
い
る
・
ま
ず
は
土
地
の
み
確
保

し
た
い
方
は
、
建
設
課
ま
た
は
温
泉
総

合
支
所
産
業
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
申
し
込
み
の
条
件
、
宅
地
の

分
譲
価
格
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
所
在
地　

千
原
字
寺
谷
口

（単位：㎡、円）
区画
番号

宅地面積
（法面含む）

分譲価格 単　価
（坪当たり）

18 269.53 598 万 2,000 7 万 3,369
19 248.31 535 万 3,000 7 万 1,265

18 19

至鳥取 至湯R9

町営住宅宇都野団地



25

―

公
民
館
い
き
い
き
講
座―

 

「
絵
手
紙
体
験
教
室
」
参
加
者
募
集

　

絵
手
紙
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
下
手
で
い

い
、
下
手
が
い
い
」
で
す
。
新
し
い
自

分
発
見
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

３
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
主
催　

温
泉
公
民
館

▼
内
容　

絵
手
紙
の
描
き
方
を
指
導
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
絵
手
紙
の
楽
し

さ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
講
師　

木
本
博
明
さ
ん
（
浜
坂
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
人
員　

先
着
15
人

▼
募
集
期
限　

３
月
20
日
（
火
）

▼
そ
の
他　

３
月
11
日
（
日
）
～
21
日

（
水
）
ま
で
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
木

本
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０　

平
成
19
年
度
但
馬
ふ
る
さ
と

づ
く
り
大
学
受
講
生
募
集

▼
日
程　

５
月
～
12
月
の
間
の
土
曜
日

（
８
回
）

▼
受
講
対
象
者　

但
馬
地
域
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
す
る
人
若
し
く
は
但
馬

検
定
試
験
の
受
験
を
希
望
す
る
人

▼
受
講
定
員　

80
人
程
度

▼
受
講
料　

１
万
円

　

※
た
だ
し
、
大
学
生
、
高
校
生
は　

　

５
０
０
０
円

▼
募
集
期
限　

４
月
20
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
４
７

平
成
19
年
度
海
上
保
安
学

校
学
生
（
特
別
）
募
集

▼
受
験
資
格　

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

▼
受
験
案
内
等
配
布
開
始
日　

　

３
月
12
日
（
月
）

▼
受
付
期
間　

　

４
月
２
日
（
月
）
～
９
日
（
月
）

▼
そ
の
他　

受
験
資
格
に
つ
い
て
は

記
載
以
外
の
詳
細
な
基
準
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

香
住
海
上
保
安
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
４
９
９
９

―

下
水
道
使
用
料―

 

浜
坂
地
域
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

　

浜
坂
地
域
の
一
般
住
宅
の
下
水
道
使

用
料
は
、
基
本
料
金
（
２
５
０
０
円
）

と
人
数
分（
１
人
に
つ
き
月
５
０
０
円
）

の
合
計
で
す
。
人
数
は
住
民
基
本
台
帳

が
基
準
と
な
り
ま
す
が
、
住
民
票
が

あ
っ
て
も
進
学
や
単
身
赴
任
、
施
設
入

所
な
ど
で
長
期
に
わ
た
り
不
在
の
人
に

つ
い
て
は
減
免
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

◇
減
免
申
請
は
常
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
４
月
16
日（
月
）

ま
で
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
次
年
度
（
平
成
19

年
度
）
も
引
き
続
き
減
免
を
希
望
す

る
場
合
は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◇
過
去
の
分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

下
水
道
課　

下
水
道
経
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
３

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
不
適

切
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

　

消
防
法
改
正
に
伴
い
、
新
築
住
宅
の

場
合
は
平
成
18
年
６
月
か
ら
、
既
存
の

住
宅
は
平
成
23
年
６
月
ま
で
に
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
等
」
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
便
乗
し
た

不
適
正
な
訪
問
販
売
の
被
害
が
相
次
い

で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
注
意
点　

消
防
、
役
場
職
員
が
訪
問

販
売
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
１
個

５
０
０
０
円
～
９
０
０
０
円
で
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
店
で
購
入
で
き

る
も
の
で
す
。

▼
対
処
方
法　

不
審
な
場
合
は
き
っ
ぱ

り
と
断
り
、
消
防
署
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
万
が
一
契
約
し
て

し
ま
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
方
広
域
消
防
事
務
組
合

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
１
９

広報しんおんせん（3月号）

H19（2007）.3.8

お
知
ら
せ




